
年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 2 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

歌 器 創

・へ長調
　　（H→Bに、Bの指使い）
・F#の指使い
・高音の出し方のコツ

〇

実技テストにより、「表現」「技巧」に関す
る「到達度」及びそれらに対する「意志、意
欲」を評価する ○ ○ ○

アンサンブル発表により、「表現」「技巧」
に関する「到達度」及びそれらに対する「意
志、意欲」を評価する
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7○ ○
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○

○ ○
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音楽Ⅰ芸術

○

表現

評価規準
鑑
賞

実技(歌唱)テストにより、「発声」「表現」
「技巧」に関する「到達度」及びそれらに対
する「意志、意欲」を評価する

実技テスト(引き語り）により、「表現」「技
巧」に関する「到達度」及びそれらに対する
「意志、意欲」を評価する

毎時の合わせ練習時に、全体の「発声」「表
現」「技巧」に関する「到達度」及びそれら
に対する「意志、意欲」を評価する

アンサンブル発表会の演奏により、「表現」
「技巧」に関する「到達度」及びそれらに対
する「意志、意欲」を評価する

毎時の合わせ練習時に、全体の「発声」「表
現」「技巧」に関する「到達度」及びそれら
に対する「意志、意欲」を評価する

提出作品により、「知識の理解」「技法の習
得」「表現」の到達度及びそれらに対する
「意志、意欲」を評価する

○

○ ○ ○

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

３
学
期

（２組：伊藤）（３組：伊藤）（５組：伊藤）（６組：伊藤）（４組：伊藤）（８組：伊藤）

○

２
学
期

歌唱(合唱）
「校歌」（混声4部合唱：合唱祭課
題曲)

・パートの習熟
・他パートとの距離感の習熟
・ダイナミックス、アゴーギグな
ど表現の工夫

〇

○

○

歌唱(合唱）
「校歌」（混声３部合唱）
「合唱祭自由曲」

・ダイナミックス、アゴーギグな
ど表現の工夫

〇

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
　
【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

ガイダンス
歌唱
　発声
「校歌」「翼をください」
「Lemon」
「日曜日よりの使者」
「Caro mio ben」の歌唱

発声
・気柱の振動（閉管）の理解
・骨導音の響きの体験
・口の形、舌の位置の工夫
・呼吸姿勢の維持
歌唱
・基本的ソルフェージュ
・アゴーギグ

〇

器楽
ギター
「ハッピーバースデー」

・C⇔G7
・C⇔F

〇

器楽
キーボードアンサンブル
「スーパーカリフラジリスティック
エクスオイアリドーシャス」

・グループの決定及びパート分け
・省略パートについて
・練習のポイント 〇

器楽
リコーダー
「a whole new world」

芸術 音楽Ⅰ 2

10

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

・物理現象としての「音」の理解
・形式を探ることによる楽曲に対する「知的理
解」
・基本的技能の習得

・基本的な演奏技能を使っての表現力の醸成

ムーサ1

芸術

芸術の美しさを感受し、その伝統と文化の意味や価値、味わいを捉えられるようにする。

芸術の幅広い活動に取り組み、生涯にわたり芸術を愛好する心情をはぐくみ、豊かな生活や社会を創造していく。

音楽Ⅰ

知 思

○

〇 ○ ○

態

配
当
時
数

【 知　識　及　び　技　能 】芸術の多様性を理解し、効果的に表現する基礎技術を身に付ける。

【学びに向かう力、人間性等】

・表現することへの意志の醸成

合
計

70

12

○ ○ ○ 4

〇

器楽
グループensenble
「星に願いを」「サザエさん」
「踊るポンポコリン」
「さんぽ」
「となりのトトロ」

・パート(個人）の習熟
・アンサンブルの技術の習熟
・表現の工夫

創作
作曲
ハ長調、4/4拍子、８小節の旋律の
創作
調性音楽の理解

・調性、和声の進行の規則の理解
・和音構成音と転移音の理解

〇

5○ ○


